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探究の出発点となる問いを⽴てるためには状況に応じた論理的思考⼒が必要です。本ガイドでは、論理
的思考⼒の⼀つである帰納推論の論理的な妥当性を⾼めるリフレクション（振り返り）⼒の測定（アセ
スメント）について解説します。 

例題 

某アイスクリーム店の店⻑は、ある年の 8 ⽉ 1 ⽇から 14
⽇までの最⾼気温と来客数を記録した右の表のデータに
基づき、「最⾼気温が⾼いならば、来客数は多い」と帰納
推論しました。以下の⼆つの選択肢のうち、帰納推論の妥
当性を⾼める適切な問いはどちらでしょうか？ 

1. 最⾼気温が⾼くても、来客数が多くない場合もある
のではないか。なぜなら、気温が⾼くても⾬が降る
と、来客数が少なくなる可能性があるから。 

2. 最⾼気温が⾼くなくても、来客数が多くなる場合も
あるのではないか。なぜなら、最⾼気温が⾼くなくて
も、近くでイベント等があれば、来客数は多くなる可
能性があるから。 

解答のポイント 

帰納推論とは 

帰納推論とは、これまでの経験やデータによって得られた複数の事例（前提と結果の組み合わせ）から、
それらの共通性に基づいて、⼀般的な規則を導くような論理的思考⽅法です。実際の探究学習において
も、複数の事例の間に「どのような共通点や規則があるか」という視点から⾒通しを⽴て、その⾒通し
を実験や観察などによって検証しながら、さまざまな形で理解を深めていく姿勢が求められます。Qi ア
セスメント帰納推論編では、より確かな規則が導けるように、推論を振り返り、適切な規則を導く（リ
フレクション）⼒を測ります。 

帰納推論のプロセス 

帰納推論は以下の 3 つのフェーズから構成されます。Qi アセスメントでは①と②が問題⽂として提⽰
され、③の⼒が測られます。 

① 事例を整理する：これまでの経験やデータから事例を複数挙げます。 

② 複数の事例から規則を導く：実際の経験や観測に基づく複数のデータから、共通する「A（前提）な
らば B（結果）」という⼀般的な規則を導きます。 

③ ⼀般化のリフレクション：帰納推論された「A（前提）ならば B（結果）」という規則は仮のもので
す。例外はないか、前提や結果に有意なバラツキはないか、などを振り返り、より妥当な規則にし
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ていく必要があります。 

実際の探究学習では、このリフレクションした規則を仮説として、実験や観察などを通して検証します。 

解答・解説 

1 は適切な問いです。導いた規則が、いつでも・どこでも・誰にでもあてはまると思い込んでいないか、
他の可能性に⽬を向けましょう。 

2 は不適切な問いです。「前提は成⽴しないが結果は成⽴する」ことを調べても、それは同じ結果になる
異なる前提を⾒ているだけであり、規則の確かさを⾼めることにはつながりません。 


